
児童朝会 講話   ■令和３年１１月 １日 

№１６ 「ペットは話せない」 

おはようございます。 

校長先生の声届いていますか？ 

 

前回のチェリーちゃんのお話しはいかがでし

たか？心を動かされたお友だちも多かったよう

で、校長室前のボードにたくさんつぶやきがあ

りました。書いてくれたお友だち、ありがとう

ございました。 

 

こんなにたくさんの反響があったことと、そ

の中に、もう少しチェリーちゃんのお話しを聞

きたかったというのもありましたので、もう少

しだけチェリーちゃんのお話しをしますね。 

 

チェリーは前回お話ししたように、わずか１

４歳で虹の橋に行ってしまったのですが、その

原因になった肺に水がたまってしまう肺水腫と

いう病気になんでもっと早く気がついてあげら

れなかったのか…。今も悔やんでも悔やみきれ

ません。 

ちなみに、この病気で人間が死ぬことはあま

りありません。なぜ、人間は死ななくて、犬は

死んでしまうのでしょうか？犬だけひどくなる

のではないですよ。この病気にかかると、人に

も犬にも肺に水がたまってしまうのですが、死

ぬのは犬だけです。なぜでしょうか？少しまわ

りの人と聞き合ってみてください。 

 

そう、人間は、話せるから「胸が苦しい」と

か「なんだか息苦しいよ」ってまわりの人に助

けてと言えますよね。でも、犬は話せません。

犬は５歳ぐらいで、人間の３歳ぐらいの知能を

持つと言われています。だから、チェリーもた

いがいの日本語はわかっていました。ごはん、

お散歩、ジャーキーというチェリーの好きなこ

とをいうと、飛び上がってしっぽふって喜びま

した。 

逆に、机の脚をかじっていたり、壁紙をやぶ

いていたときは、チェリーの嫌いなことをいい

ます。「そんなことをしてると、雷さんがくるよ」

とか、興奮して暴れているときも、お風呂が嫌

いだったので「そんな悪い子は、お風呂に入れ

るよ」というとピタリとかたまってしまうのが

逆にかわいかったです。 

ときどき、おしっこをする場所を間違えたり、

大事な服などをかんで穴をあけたりなど大きな

失敗をすると、お母さんに思いっきりしかられ

るのですが、そのときは目から大粒の涙をこぼ

していました。そのあとは本当にしょんぼりし

ていて、校長先生がだっこするとうれしそうに

しっぽを振っていました。そのとき、犬も泣く

ことを初めて知りました。 

 

でも、犬は聞くことはできても、話すことは

できません。自分から「お父さん胸が苦しいよ」

とか「なんだか息苦しいよ」と少しでも言って

くれたら、命は助かったかもしれないのですが

…。校長先生が１日でも早く、チェリーの苦し

さに気づいてあげられなかったのが、今も、毎

日悔やんでいます。 

 

ひとつだけ言い訳をしますと、チェリーは決

してもともと身体の丈夫な犬ではありませんで

した。小型犬にありがちな、喉がせまい病気、

気管虚脱という病気を 10 歳ぐらいからもって

いまして、暑い夏に走ったり興奮すると、はっ

はっ、ぐあぐあとあひるのような声で息をする

のです。 

ただ、気管虚脱は本当に苦しそうなのですが、

それだけで死ぬことはあまりなく、涼しくなる

と治るし、クーラーのよく効いた部屋に入れて

あげたり、冷たい氷水を飲ませると、普通の呼

吸にもどるので、そうやってこの２，３年はな

んとか夏を乗り越えてきました。 



気管虚脱のぐあぐあというのと、恐ろしい肺

水腫でぐあぐあというは同じなので、チェリー

が死にそうになっていることに全くきがつきま

せんでした。 

ただ、今年は少し様子が違っていました。少

し歩いたりするだけでも、ぐあぐあとなって、

とうとう夜のお散歩はやめて、涼しい朝だけお

散歩をしていました。しかも途中から歩くのを

嫌がって、しょうがないので散歩の途中からは

だっこで行くことも少なくありませんでした。 

でも、それは散歩が嫌だったのではなくて、

胸が苦しかったのですね。肺水腫とは思わず、

気管虚脱と勘違いをして、どうせすぐに治るだ

ろうと思っていました。 

チェリーを苦しめてしまっていたのは校長先

生なのです。あのとき、すぐに病院につれてい

ってあげれたら、あのとき無理に歩かせずに、

家でゆっくり寝かせていたらもっと長生きした

かもしれないかと思うと、悔やんでも悔やみき

れません。 

もっと、声にならない声を、チェリーの気持

ちを思いやってあげていあたらと…。 

どうでしょう。みなさんの家の犬や猫は元気

にしていますか？犬や猫の声にならない声を聞

けていますか？ 

 

そして、こう書いていてはっと気がついたこ

とがあります。このことは、決して動物だけの

話ではないですね。みなさんのまわりの人、お

友だちで、本当は苦しんでいるけれど、声には

出せなくて困っている、悩んでいそうな人はい

ませんか。校長先生はチェリーの苦しみに気が

つかなくて今も後悔していますが、皆さんはそ

うならないよう、まわりの人、お友だちの悩み

やお困りごとにいち早く気がつく人になってほ

しいと思います。 

聞くことはできるけれど、自分からはなかな

か話せない人や、一見おしゃべりなんだけど、

本当に言いたいことが言えていない人ってけっ

こう多いと思います。そういう人の気持ちを察

することのできる人になってくださいね。 

 

これで、校長先生のお話しを終わります。さ

いごまで、静かに聞いていただきありがとうご

ざいました。 

また、よかったら校長室の前のボードに、今

日のお話の感想をつぶやいてみてください。 


